


（単位　円） 特定非営利活動法人　愛実の会

予算額 決算額 備考

（資金収支の部）

Ⅰ経常収入の部
1　会費・入会金収入 150,000 178,000

1）会費収入 150,000 178,000

2　事業収入 105,806,000 106,146,926
1）自立支援費収入 79,400,000 79,417,346
2）負担収入支援費 576,000 759,729
3）補助金収入 23,100,000 24,029,471
4）食費収入 2,630,000 1,940,380
5）他利用料収入 100,000 0

3　就労支援事業収入 562,000 303,047 紙風船活動による収入
1）公演収入 190,900
2）物品販売収入 62,128
4）軽作業収入 50,019

4　寄付金収入 900,000 7,476,374
1）寄付金収入 900,000 7,476,374 NPO資金、移転改装寄付、車輌助成、その他

5　雑収入 0 11,971
1）受取利息 0 11,971
2）雑収入 0 0

経常収入合計 107,418,000 114,116,318

Ⅱ経常支出の部
1　事業費 93,574,000 98,807,930
2　直接処遇事業費 3,900,000 3,405,280
3  就労支援事業費 583,000 784,232 紙風船公演活動、メンバー給与等
4　管理費 3,058,300 5,022,631

（内、法人税等） 2,433,893
5　固定資産取得支出 0 0
6　予備費 6,302,700 0

1）予備費 6,302,700 0

経常支出合計 107,418,000 108,020,073

経常収支差額 0 6,096,245

科    目

2009年度　「特定非営利活動に係る事業会計」　収支計算書

2009年4月1日から2010年3月31日まで
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 木場移転改装事業のご報告 

 昨年 12 月、移転計画が具体化されてから半年が経過し、移転に関するすべての事業を

滞りなく終えることが出来ました。短期間の間に本当に多くの方々の支援を受け、素晴ら

しい施設が与えられました。感謝を持って下記の通り報告させて頂きます。 
 

◆移転までの流れ◆ 

12/6 木場物件見学会  12/23 臨時総会にて移転決議  1/下旬～3/15 改装工事  

3/29～30  引っ越し   3/31  内覧会         4/1  開所式 

 

※ その他、空調・厨房設備は、リース（7 年）にて設置いたしました。 

※ 借入・融資の返済につきましては、７～８年の償還計画を立て完済する予定です。 

 

また、一昨年から重要な課題となっていました NPO 資金につきましては、目標額 1000

万を 2009 年度に皆様からの寄付と法人の営業努力により達成することができました。借

入の返済等しばらくは厳しい予算状況が続きますが、運営資金の基盤ができたことで『愛

実の会の理念』に基づき、新たに示される課題についても更なる発展を目指し取り組んで

いくことができます。 

今後とも皆様方と共に歩んでいくことを心より願い、引き続きご理解とご支援をよろし

くお願い申し上げます。 ありがとうございました。 
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      移転改装事業会計報告    

        収  入 （円） 備  考    支  出 （円） 備  考 

寄  付 2,675,000  移転改装 初期費用 1,290,000  敷金・保証金・礼金 

銀行融資 20,000,000  日本政策金融公庫 改装工事費 36,034,950  設計費含 

個人借入 24,300,000  32 名 換気扇工事 1,575,000    

      カーポート工事 2,100,000  屋根・舗装工事等 

      サイン工事 525,000  看板・表札 

      網戸・段差工事 373,000    

      施設整備費 4,252,454  備品 

合  計 46,975,000    合  計 46,150,404    

















＜メンバーの想い＞ 

「僕の好きなもの」 

                              木村 圭宏 

僕には好きなものがたくさんあります。 

大きな声で歌を歌うこと。自分の声が周りのみんなに届き聞いてもらえると嬉しい。 

それからＢz が好き。コーヒーやディズニーリゾートが好き・・・ 

そして紙風船が好き！ 

紙風船は、みんなが優しくておもしろくて、とにかく楽しい！ 

朝どんなに眠くても、紙風船に行けば目が覚める！ 

それに僕は今、人形劇の活動にも参加しています。以前からおもしろそうだなあ。人形

を動かしてみたいなあと思っていました。今は、メンバーのみんなとセリフの掛け合い

が楽しくて、これからみんなに人形劇を見てもらえるのがたのしみです。 

これからも楽しく頑張っていきます！よろしくお願いします！ 

 

＜協力者の想い＞ 

「スマイル満点紙風船」 

 

                       ボランティア 阿部 典子 

紙風船は、メンバーもアシスタントも皆さん個性豊かで優しかったり、面白かったり

でとても居心地の良い場所です。 

私は紙風船の人達の笑顔が好きで、一人ひとりの笑顔がすぐに思い浮かぶくらい印象的

です。 

私自身、子供のころに怪我を負ったことから祖母に障がい者として扱われていました。 

そのときは、祖母から不幸な子として思われ、自分でも不幸だと思っていました。 

しかし、最近では自分が幸せかどうかは周りの人に決められることではなくて、自分で

決めることだと思っています。紙風船のメンバーの素敵な笑顔を見ていたら、自分が昔

不幸だと思って落ち込んでいたことが恥ずかしく思えます。 

紙風船の人たちにはずっとこの先も笑顔を大切にしていってもらいたいです。 

私は、若者でも熟女でもない微妙な年頃？ですが（笑）紙風船との出会いを大切に笑顔

を大切にすごしていきたと思います。 
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空気（ニューマ）のこと 
                                                        

 南   寿 樹 
 

 小学６年生になって間もない頃、教育実習生の三村先生の下宿先に山本君と一緒に遊びに行

った。三村先生は「下宿は狭いから」と言い、新しくできた喫茶店に僕たちを連れて行ってく

れた。そこで私は生まれて初めてコーヒーを飲んだ。「フレッシュ入れる？」と聞かれても、

（フレッシュって何だ？）と戸惑う状態。二人は砂糖をいっぱい入れて、まるでホットのコー

ヒー牛乳のような甘いコーヒーを飲んだ。「南君の夢はなに？」「学校はおもしろい？」と聞く

三村先生になんと答えたかはっきりしない。ただ兄のような三村先生が、僕たちを大人として

接してくれたこと、笑い合ったこと、そのときの空気のようなものが最高に心地良かった。 

（卒業生やボランティアと食事に行くことが好きなのはこのことが原体験になっているのか

も―余談） 

 中学１年生の生活は、毎日が伸びきったゴムのように張り詰めていた。勉強は「しっかりや

らないと順位が出て恥ずかしい」というプレッシャー。部活は、１００人もの部員がいる名門

野球部で、毎日走るか声を出しながらの球拾いで忍耐の日々。心身ともに疲れ切っていた。 

 そんな中で、唯一「美術」の授業が救いだった。火曜日の３，４時限にあったその授業を１

週間前から楽しみにしていたほどだ。美術教師は、平岩先生というプロの初老画家。「俺は、

頼まれたから臨時でここにおるけど、校長なんかこわくない。言いたいこと言う。別にお前ら

に何か教えたいとは思わない。ただ自分が感じたことを言うからお前たちも言え。美術は好き

に表現していいんだ」というのは滅多にない真面目な時。いつもは「この前よ、面白いことが

あったんだわ。聞きたい？」から始まり１時間余談ばかり。教室が笑いとゆるみの空気になり、

誰もが癒されていた。（平岩先生にあこがれ、同学年で３人が芸術家になった―余談） 

 高校時代は楽しかった。校風は他のどこの学校よりも自由で生徒同士が本当に仲が良く、高

校生活を満喫できた。（管理がなく、あまりにも生徒の自主性を重んじるため･･･大学浪人率は

断トツ―余談） 

 ここでは、高校生活そのもののことではなく、そのときの親友とその師匠のことに触れたい。 

入学式の翌日に野球部の部室に集まった新入生は私と大田君の二人。彼とはそれ以来の付き

合いになる。卒業後別々の大学に進学し、１０年ほどしての再会が教職員組合の夏季学習会だ

った。彼は、民間の会社勤めを経て農業高校の教師になっていた。しかしその翌年「不登校の

子たちの学校を作ろうとしている大越氏についていこうと決心した」と辞職した。彼が公務員

を辞めてまでと尊敬する師匠の大越氏は、師友塾を立ち上げ今では全寮制の高等学校（大田君

が校長）を作りこれまで６０００人以上の不登校生徒の命に火をつけた。（今年の賀状にこれ

から農業に力を入れたいとあった―余談） 

さて毎月送られてくる小冊子の会報の先月号に「教育の空気説」が書かれている。「ウチに

来る子たちに（どうして学校に行かなくなったのだ）と聞くとほとんどの子が（なんとなく）

と答え、次に必ずといっていいほど（学校の空気が合わなかった）と答えます」･･･大越氏は、

その場の空気を「ニューマ」と呼び、良いニューマが子どもたちを元気にすると言う。そして

このニューマはドアを開けた瞬間が勝負で、感性の鋭い子は瞬時に感じとるようだ。三村、平

岩先生がどのように空気を作ってくれたのか…？高校時代はどうして不登校生徒がいなかっ

たのか…？目に見えないだけに理論化やマニュアル化はできない。だからこの空気（ニューマ）

のことは、教員養成大学でも直接的に教えられておらず、実践記録の中で確かめられているに

過ぎない。ただ私なりに思うのは、誰もが「上から目線で教育してやろう」という管理感覚を

捨て、「人間として大切にする」という協働感覚の人格（心）形成に向け、不断の努力をする

ことは必要だろうということ。 愛実の会全体で良い空気（ニューマ）を作っていけたら… 
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NPO 愛実の会 寄付者名（順不同・敬称略）        （2010年 2月 24日～2010年 5月 28日） 

[賛助会費] 渡邉考哲  榛葉英子 戸谷令子 戸谷真也 戸軽佳代 山内務 岩田太万亀 渡邉綾子 森田いわ 

[紙風船] 岡本恵子 中森由哉 中森照子 長崎京子 榛葉英子 戸田真二 奥田紘子 赤星実環 市野ちづ 

     佐藤純子 佐藤太亮 斉藤紀子 斉藤充加 大島英稔 渡邉綾子 宮田鈴枝 一篠敬子 森永冨貴子 

[NPO資金] 島しづ子 高橋範子  

[寄付・その他]  
愛知教会女性の会 青山志津子 捜真女学校中学部・高等部 鳴海教会 伊藤裕子  青本和彦 青本光子   

岡崎教会こどもの教会 伊藤幸雄 杤久保澪子 吉岡満智子 榛葉英子 桂正枝 福井神明教会 塚本千寿 

塚田高子 奥田紘子 佐藤純子 ルーテル復活教会 市原信太郎 市原誉子 市原麦穂 牧野みゆき 真木芳子  

佐藤太亮 平野晃 伊佐治クミ子 小島恵 依田欣哉 高橋範子 山村ミヨコ 佐藤貴和子 脇田純子  

平井克也 中森由哉 中森照子 
 

[移転改装費]  

後藤健一 岡本恵子 中森由哉 中森照子 真木芳子 野村裕子 吉岡満智子 長崎京子 東海教会 青本和彦 

青本光子 赤堀政夫 大野萌子 臼田治子  小栗和子 赤星実環 戸軽佳代  高橋範子  渡邉綾子 宮田鈴枝 

吉澤道子            

ご協力いただき本当にありがとうございます。大切に活用させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「小窓から」 ８                                 大野義徳 
 

 この仕事は、言わば「体が資本」だ。毎日が軽い筋トレのような日々。体を痛めると満足な介

護ができない、ということだけでなく、痛いということ自体がつらい。腰が痛い足が痛いという

のは、いつか治る、と分かってはいても不安だ。そんな時に、多く流れている保険の CMを見る

につけ、この体が動かなくなったら、大病に罹ったらどうしたらいいんだろうという不安が頭を

もたげる。 

 ちょっとした体の痛みからでも、こんな具合に不安が増幅しがちな自分に比べて、すごいのは

メンバーだ。カゼをひいてつらいとか、ケガをして痛いとか言うことはあっても、自分の障害が

あってつらい、と言うところを見たことがない。いや心の中では思っているのかもしれない。で

もそれを表に出すことがない。これはすごいことだ。 

 足が痛いだけで文句たらたらの自分だったら、歩けないという障害を持つだけで、わめき散ら

すだけではすまないだろう。身体的、知的な障害を何重にも持っているメンバーもいらっしゃる

が、その不平や不満を言わないばかりか、生きることにとても前向きだ。周囲を思いやり、にこ

にこと日々を楽しむメンバーの姿。もっといろんなことがしたいと自己主張をするメンバー。何

でそこまで生きることにどん欲に、前向きになれるんだ、と自分を省みて涙が出そうになる。 

 そんなメンバーの姿から日々、元気をもらっているのは私だけではないだろう。「生きる」と

いうことをメンバーが身をもって示している瞬間の連なりの中に自分がいる。日常では忘れてし

まいがちなことだが、ふと気づくとその尊厳に、いとおしさに、今この時の重大さを感じて身が

震える。日々の忙しい仕事の中でも、みんなすごいな、オレはみんなみたいに生きられるのかな、

という思いが頭をかすめる時が一瞬でもある、これはすごいところに私はいるのかもしれない。 
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任意団体「障害者・友だちの会・愛実」受付分  

感謝いたします     

紫陽花が６月の雨に濡れて花の色、葉の緑が都会のオアシスのように、何かホッと一息させてくれます。仕

事の関係でいろいろの方とお便りの交換をしていますが、日々の生活の中にあって、それぞれの憩いの時や場

所を持っておられることの大切さを教えられています。そうだ、私には「愛実の会」はその時・その場であっ

たことに、改めて感謝の思いにさせられました。今後とも、愛実の会グループを見守り、お育て下さい。長村 

  

「寄付金個人・教会」 （複数回含む）             敬称略（2010 年 1月末～2010年 5月末） 

大渕哲也 大渕真喜子 山崎京子 後藤光枝 三浦定代 笠谷恵子 原田 忠 平尾芳恵  学法・金城学院 

金城教会社会福祉委員会  知多奥田キリスト教センター 

「賛助会費個人」 吉谷尚之（複数回）  

「土地建物基金個人」 岩田太万亀（複数回） 

 




